
極北地域における毛皮革の利用と技術

言語: ja

出版者: 

公開日: 2015-03-23

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 齋藤, 玲子

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/5620URL



北海道立北方民族博物館研究紀要　第7号(1998.3)

極北地域における毛皮革の利用 と技術

齋 藤 玲 子*

Use of Fur and Leather in the  Arctic

Reiko SAITO

   Animal skin is an important material for the arctic people, for it 

is not only easily obtainable but has superb qualities in insulation 

and durability which allows it to be used for various materials 

essential for living in severe conditions of the north. For example it is 

used to make clothing, bags, tents, bedding, kayaks, thongs and nets. 

   The availability of animal species varied for each environment. 

The most important, readily available and useful skins in the arctic 

can be said to be reindeer and seal skins. Regional characteristics are 

found from the use of fishskins by peoples especially dependent on 

river fishing, and birdskins for islanders and coastal peoples. On the 

other hand a diversity in the use of skins can be seen as in the use of 

dog skins by some ethnic groups such  as Nivkhi, Koryak and 

Chukchi. Also, ermine skins and seal pup's fur dyed red are used as 

tassels for ceremonial clothing shows special use. Animals with fur of 

high quality such as canidae and mustelidae were important for 

adorning clothing as well as trading. 

   By surveying the relation between the traits of each skin and its 

use, this presentation would like to reconsider how the arctic people 

made the best use of the available animal resources to adapt to life in 

such severe conditions. 

   Animal skin is very sensitive to humidity and temperature, 

causing special dressing and treatment necessity. Therefore skin 

dressing can be said to have been a daily work especially among the
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northern peoples. However, it can not be said that under colder 

environment, higher techniques of skin dressing developed, for there 

was great diversity on the methods used, depending on the type of 

animal, its usage and seasonality. There are some investigations on 

ethnic migration and cultural diffusions through the study of skin 

dressing processes. Taking into account of these investigations, this 

presentations would like to make a distinction between the arctic 

forms by comparing the skin dressing methods between the northern 

tundra and boreal forests of the arctic. Finally, though vegetation was 

poor in the tundra, I would like to suggest some of the important 
roles it played on tanning animal skins.

　本論は、爾北方文化振興協会主催の第9回 北方民族文化シンポジウム 「ツン ドラ地域の

人 と文化」において発表 した、同題 のもの[SAITO　 1994]を ご批判いただき、さらに論

を深めるべく、若干の補足を加 えて 日本語で発表す ることとしたものである。

は じ め に

　極北地域において、動物の皮は、最も重要な素材の一つ といえ、比較的入手 しやすいば

か りではなく、さまざまな特長をもってい る。毛皮革は保温性 ・防水性 ・強度 と可塑性 を

兼ね備 えてお り、北方の厳 しい環境にあったさまざまなものを作るために利用 されてき

た。例 えば、衣類、袋類、テ ン ト用覆い、寝具、船の材料 のほか、綱 ・網などや、バケ

ツ ・柄杓でさえも皮革で作った。これ らは木器 ・石器 ・土器よりも軽 く、移動生活にも適

したものである。特に、北方針葉樹林帯に特徴的な船が白樺製であったのに対 し、ツンド

ラ地域の特徴的な船はウミアックやカヤ ックといった皮船である。皮船やテントの材料に

は、衣類などに比べて大量の毛皮革素材が必要となる。

　比較的容易に入手でき、最も利用 されてきた重要な皮の種類は、 トナカイをは じめとす

るシカ類 とアザラシ類のもの といえる。 しかし、極北地域のなかでも環境によって利用可

能な動物種の構成には違いがみ られ、毛皮革の利用文化に地域的な特徴 を与えている。例

えば、島嘆部や海岸に住む民族による鳥皮や、漁携民における魚皮利用 などからは、より

地域差が明確である。ニブフやコリヤーク、チュクチなど、民族によってはイヌの毛皮革

も多用される。また、赤 く染 められたアザラシ幼獣の毛や、オコジョの白い冬毛な ど、特

定の動物の皮を儀礼具や特別 の衣類に用いる例などもある。さらに、上質の毛皮を持つイ

ヌ科やイタチ科の動物などは、衣服の装飾や交易品 として重要な役割を担っていた。

ここでは、 まずい くつかの地域 の皮利用の事例 をとりあげ、動物の種類 とその皮の性
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質 ・用途について概観 し、環境 との関わりを述べたい。

　 さらに、温度や湿度に敏感な動物の皮は加工処理が必要であ り、それ らの製品は使用に

際しても手入れを必要とするものが多いことか ら、皮 を加工する技術、つま り製革技術は

寒冷な地域においては必要不可欠な技術で、極 めて 日常的な作業の一つであった。 しか

し、寒冷な地域ほど製革方法において高度な技術が発達 しているとい うわけではなく、使

用す る動物の種類、用途、使 う季節な どにより、製革の方法にも多様性がみ られる。すで

に北方民族の製革の工程を広範に比較検討 し、民族移動や技術の伝播 ・文化領域などを考

察 したい くっかの論著がある。それ らの主要な論点は、パ レオアジア系民族やエスキモー

文化に古 くて単純な製革技術がみ られ、後にツングース系民族の上質な毛皮革製品を作る

複雑な技術がその上 を北東へ と伝 わ り覆 って きた とい うものである[佐 々木1992;

HATT　 1969]。 これ らの研究をふまえなが ら、特 にツン ドラと北方針葉樹林帯を比較 し、

極北地域の特徴 を考えてみたい。

　最後に、薄弱な植生をもつ極北地域ではあるが、動物の毛皮革の処理における植物利用

の重要性を指摘 したい。

1.動 物の種類 ・部位別の特徴 と利用

　入手できる動物の種類は、その地域の 自然環境 と生業 によって大きく左右 される。ツン

ドラとい う最も寒冷な気候帯においては、動物の種類は少なく、しかも季節移動をともな

う種 も多いため、1年 を通 して多種の動物 を獲得できるわけではない。隣接する地域で

も、島嘆部 と本土、東海岸 と西岸 とでは狩猟対象の動物の種が異なるなど、利用する動物

は少なか らず変化 を伴っている。また、特に毛皮革を衣類 に利用する場合は、同じ民族 グ

ループ内でも、性別や年齢によって利用する動物の種類が異なることがある。例えば子ど

もや女性 には、幼獣の皮や鳥皮など、耐久性はないが柔らかな素材 を使 うといった事例が

み られ る。

　基本的には、その地域で得 られる動物を巧みに組み合わせてさまざまなものを作った り

身に着けた りしているが、地元で得 ることが困難な必需素材は民族 ・地域間の交易によっ

て入手 していた。代表的な例 として、海岸で海獣狩猟をするグループと内陸で トナカイ飼

育をす るグループで互いの産物の交換が行われる。 これ はチュクチやコリヤークで特に顕

著である。

　 さて、多 くの民族誌からも極北地域における最も重要な毛皮革 をもつ動物は トナカイで

あり、次に重要なものはアザラシ類 といえる。グ ドモンド・ハ ットは極北の衣類の素材 と

して、 トナカイ皮 に次いで魚や鳥の皮が重要だった と述べているが、衣類以外の用途 も考

慮すると、防寒 ・防水 ・耐久性の面か らアザラシの重要性の方が高い と考え られる。
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以下、代表的な種 について個別にその用途をみていきたい。

　 1)ト ナカイ(北 米ではカ リブー)の 毛皮は、冬用の衣服 として どの地域でも欠かせな

いものであり、一般的には冬毛の成獣のものが用い られた。しか し、同じ トナカイでも年

齢や屠殺 した季節によって皮の性質や毛の密度などが異なるので、柔 らかい幼獣の毛を子

どもの衣服に用いた り、夏の皮を夏用衣類に利用するなど、使い分けの事例も知 られてい

る。また、同じトナカイの毛皮革でも部位によって性質が違 うため利用法は異な り、例え

ばズボン ・脚絆やブーツは脚の皮で作るといったことが知 られ、脚の毛皮には雪がつきに

くいなどの利点から、毛皮革の性質 と合致 した用い方であるといえる。

　 ツンドラの寒冷な気候のもとでは、除毛 した革つま りレザーはさほど重要な役割 を占め

ていないが、北方針葉樹林帯では、他のシカ類の皮 と同様に、衣類をはじめテン ト覆いや

袋類などさまざまなものの素材 として用い られた。

　 ツン ドラ地域では春 と秋に トナカイの大規模な群での移動がみ られ、特に換毛後の秋の

毛皮は上質なこと、食用 としても肉の状態がよいことか ら、狩猟で トナカイを得る場合に

はこの時季が中心 となる。一方 トナカイの多頭数飼育民である トナカイ ・コリヤークな ど

は、子 ども用の服に限 らず幼獣皮を使い、好みの毛皮 を使 うことができる とされている

が、タイガにおいて少頭数飼育を行ってきたツングース系の民族が飼育 トナカイを屠殺す

ることは希であるとい う。つま り、このような毛皮革の選択的な利用は、生業 と深い関わ

りをもつ といえる。

　 2)ア ザ ラシな ど海獣の皮は防水性が高いので、両大陸 ともに広くブーツの素材(特 に

靴底)と して使われていた。またイヌイ トにとっては夏の服 として重要な素材であ り、極

東のニブフやアイヌでも衣服 として重要な素材 となっていた。衣服 に用いられるのは、小

型のワモンアザラシが多いようである。また、強度があるため、綱やカヤック、ウミアッ

クの材料などにも使われ、中でもセイウチやアゴヒゲアザラシの皮が特に大きくて丈夫で

最適 とされる。このように、種によって異なる皮の性質を使い分 ける事例は、他にも知 ら

れている。また、氷上で出産するアザラシの生まれたばか りの仔の白い毛皮は赤 く染め ら

れ、シャマ ンの衣類や儀礼用の衣類に用い られ るなど、精神文化において重要な役割 を

担 っている。また、毛皮革ではないが海獣類の利用で特筆すべきこととして、イヌイ トや

ア リュー トなどで内臓膜 を防水服の素材 として用いる事例をつけ加 えておく。

　海獣狩猟は、ツン ドラ地帯やオホーツク海岸沿いに居住するパ レオアジア系民族 とエス

キモーで主たる生業 となっていた。内陸の民族は隣接する海岸住民 とのあいだで交換を行

い、自分たちの トナカイ皮 と引き替 えに必要なアザラシ皮を得ていた(例 えば トナカイ ・

コリヤークでも投げ縄や権の引き綱は主 としてアザラシ革製である)。

　 3)上 述の トナカイ、アザラシについで、イヌ皮も衣類の素材 としては重要であった と

考えられる。イヌは大変良い毛質を有 しているが、 ヒトに近い動物 とする認識か ら、他の
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動物 とは異なる扱いをうけ、イヌの毛皮 を用いることは一般にエスキモーなどでタブー視

されている。民族によって利用には大 きな違いが見 られ、特に供犠にイヌを使 うニブフ、

コリヤークやイテ リメンなどのパ レオアジア系民族では、イヌ皮は衣類 として主要な素材

であった。サハ リン ・アイヌなどでもイヌ皮の服を身に着 けていたことが知 られている。

　イヌ科の動物の毛皮は、縁取 りや装飾用 の毛皮 としては広い地域で用い られ、例えばグ

リーンランドでは襟や袖口に黒イヌの毛皮 を使っていた。同じように、オオカミやクズ リ

も吐いた息が霜になって凍 りつかない といわれ、広い地域でフー ドの縁や帽子等に用い ら

れた。加えてイヌ皮は防水性が高い とい う特徴があ り、 コリヤークでは夏の海獣狩猟用の

衣類 として、またベー リング海峡エスキモーでも冬のアザ ラシ猟の手袋な どとして必需品

となっていた。

　 4)こ のほかの哺乳類では、地域によ り特定の動物の皮が利用される事例があ り、ホッ

キ ョクキツネがグ リーンラン ドやラブラ ドルの内陸などで上衣 として、西アラスカでは

ホッキ ョクジ リスが晴れ着や女性用の上衣 として多用 されていた。

　また、儀礼用の衣類の装飾によく用い られ るのは、先述の北東アジアにおける仔アザラ

シの毛 と、北米ではオコジョの白い冬毛が代表的なもの として挙げられ る。

　 さらに、欧米や ロシア ・中国などとの交易で重要な毛皮獣 として、テ ン、ラッコなどイ

タチ科の動物 と、ホッキ ョクキツネ、ビーバーなどが挙げ られ るが、これ らの製革法にっ

いては本論の目的か らは離れるので、ここでは取 り扱わないこととする。

　 5)鳥 皮は、 トナカイの少ない島嗅部な ど(グ リーンラン ドやア リューシャン等)で 重

要な素材 となっていた。アビ、ウ、ガン ・カモ、ウミスズメ等の水鳥が主たるもので、ウ

ミスズメな どはコロニーを作るため、入手が容易だったと思われ る。保温性が高 く、特 に

内側に着 る服 「イ ンナー」 として用いられていた。水掻きのついた鳥の足も袋類の材料 と

して用い られていた。

　 6)魚 皮はアムール川流域での利用がよく知 られているが、アラスカのユーコン ・カス

コキウムの流域などでもかな り多用 されてきた。防水性が高 く軽いことから、漁携や海獣

狩猟時のコー ト、靴、手袋 と袋類等に使われた。

2.製 革技術 とその分布に関する考察

　動物 の生皮は、元来腐 りやすい上に硬直 しやす く、剥いだままでは使用に適さないの

で、製革は毛皮革を多用する北方諸民族に とって必要不可欠な技術であった。

　製革 とは、乾燥、洗浄、ナイフ類で削るな どの処理をして腐 りやすい成分を取 り除き、

腐 りにくい繊維組織だけを残 し、さらに繊維間の隙間を媒剤で埋めるなどして使用に耐え

られるだけの強度 と柔軟性を持たせる作業である。皮は、外側か ら表皮層 と真皮層(乳 頭

層=銀 面 ・網様層)の 二つの層か らなっていて、その下に脂肪や肉がついている。皮革 と
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して用いられる部分は真皮層のことで、この主成分は蛋白質でできた厚いコラーゲン繊維

である。毛や汗腺、皮脂腺は表皮系に属 し、真皮の中に陥入 している。製革の工程は大き

く3つ に分けられ、①準備工程(preparation)と ②糠め し工程(tanning)③ 柔軟化 ・

仕上げ工程(softening)と なってお り、 日本語ではこの工程全体を広義 に 「靱 めし」 と

い う。原理的には、毛を除去 した皮革(レ ザー)に す る場合はコラーゲン繊維以外の物質

を腐敗 させて取 り除き、毛皮にする場合はコラーゲンを固 くひき締 めるために蛋白質 を凝

固 させ る作用のある媒剤、例 えばタンニン、明馨、ホルマ リンなどを用い る。毛皮の場

合、掻き取 りや糠めし剤塗布等の処理は肉側か らのみ行 う[菅 野1975ほ か]。

　製革は、このように物理的 ・化学的な多くの工程をもつ。寒冷な北方地域において衣類

や船 ・住居の素材である毛皮革に質の高 さが求められるのは生命を維持する上で大切なこ

とである。製革は、 日常的に女性の仕事のかな りの時間を占める(綱 な どの狩猟具は男性

が作ることもあるが)も ので、経験を要す る。この基本的な技術について、使用する道具

や靱めし剤に用いる物質などを比較することは、北方民族の寒冷地への適応を知る上で、

大変意味のあることと思 う。

　既存の研究には非常に示唆的なものがある。佐々木史郎[1992]は 、サハ リンか らア

ムール川流域の毛皮革利用文化は、二つの部分か らなっているとし、一つは魚皮主体文化

で皮革処理も概 して単純である。も う一つは、獣皮主体の文化で製革には入念で高度な技 噛

術を駆使する。前者は、漁携や海獣狩猟に便利な軽 くて水や湿気に強い魚皮から衣類を作

り、これはニブフや(特 にサハ リンの)ア イヌに見 られる。後者は、森林での狩猟に適 し

てお り、これはツングース系諸民族が伝 えている。この二つの文化の分布や民族系統ごと

の比率の差から、佐々木は両文化の層序を前者は古い基層文化に属 していて、後者はこの

地域住民のツングース化 とともに普及 した と考えた。っま り、アムール川下流域 とサハ リ

ンを中心に松花江か ら北海道まで広がっていた魚皮 を主体 とした文化層の上に、獣皮を主

体 とする文化層が松花江 とアムール川の上流から押し寄せ、上流に近いほど厚 く覆 ってい

るとい うわけである。ツングース的方法はニブフまでは及んだが、よ り接触の機会の少な

かったアイヌにまでは十分浸透しなかった。北海道か ら南サハ リンにかけては大陸の獣皮

主体の文化層はきわめて薄 く、かわりに植物繊維 を使 うなどの別の文化層が覆っているの

だろ うと述べている。

　佐々木の考え方を基にハ ットらの広域的な研究を応用 して考えると、製革については次

のことがいえる;ニ ブフ型の単純な製革方法、つま り糞尿を用い、脂肪性の靱めし剤 はあ

まり使わず、スクレイパーの形状にバ リエーションが少なく手 ・足 ・歯などを多用 し、繰

り返 し作業の少ないとい う前述の前者に分類され るのは、チュクチや コリヤークか らイヌ

イ トにまで共通性を持ち、これはパ レオアジア系民族 とエスキモーに見られる古い基層文

化に属するとい うことができる。一方、ツングース型の複雑な製革方法つまり、各工程に
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合ったスクレイパー を用い、脳漿 をはじめ魚卵や朽ち木などさまざまな靱めし剤を用いる

が糞尿を用いず、燃煙を行 うとい う複雑な加工技術を持つ方法は、ツングースの拡散 とと

もに北東シベ リアまで伝播 し、ユカギールに色濃 く、さらにコリヤークやチュクチにまで

その片鱗がみ られる。

　 しか しなが ら、これ らの研究は少々おおまかすぎるところもあると思われる。今回は、

毛皮革を使 う目的 とその皮の種類に、より注 目して、工程の違いを検証 してみたい。

　 さらに毛皮交易 との関係から製革技術が発展 したことは十分に考えられ、鉄がなければ

機能 を果たさない道具スクレイパー(ツ ングース系とされるセン型のもの)な どは、かな

り新 しく17～18世 紀頃になってか ら取 り入れ られ た可能性 もある。ル ロワ=グ ーラン

[1943]は 、(ス クレイパーや靱め し剤の分布 について一部その地域的繋がりも指摘 して

いるが)製 革は必要から生まれた技術であ り、その工程の普遍性 は共通の起源を持っか ら

ではない と述べている。同時発生的な視点 も必要であると思 う。

　そこで、いくつかの民族の事例で手順を追いながら、使 う道具や鞍めしに使 う物質など

を、特 に トナカイ とアザラシとい う動物の種別 と、毛を除去す るか残 しておくか ・防水性

を重視するのか暖か さを求めるのか といった製品と目的別の違いを中心に、もう一度整理

してみたい。

　極北では動物の季節移動に伴い、一時期に大量に捕獲できるとい う特徴がある。皮 を剥

いです ぐにある程度の処理をしない と使えなくなってしまうので、簡単な処理(粗 く肉や

脂肪を掻き落 とし、雪に埋める ・あるいは乾燥 させて畳んでおくなど)を して保存 してお

き、後で本格的に靱めす とい う措置が一般的にとられていたことを、あらかじめ述べてお

きたい。

　〈ベー リング海エスキモー〉

　まず、ネル ソンの著 した民族誌か らベー リング海峡エスキモーの事例を紹介 したい。こ

こでは、アザラシ皮 とカ リブー皮の製革法の違いが明らかである(図1～3参 照)。 皮船

やテン トに使 うためのアザラシやセイウチの除毛 した革をつ くる場合、まず肉や脂肪 を除

去 し、それから毛の面を内側にして巻き、腐 り始めて毛が抜けやす くなるまで住居内に寝

かせてお く。小さなアザラシ皮は、湯につけて腐敗を早めることもある。その後、スクレ

イパーで毛を掻き取 り、残 りの肉や脂肪も取 り去る。乾燥には、皮の周囲に多数の穴を開

け、そこに紐 をとお して木の枠に張 り伸ばし、屋外に干す。

　アザラシの毛を残 してお く場合、脂肪をよく洗い落 とし、張 り伸ばし、上記 と同様に余

分なものを掻き取 り、乾燥 させる。

　一方、カリブー毛皮を製するには、肉側 を尿で湿 らせて、毛 を外側にして巻き、暖かな

家の中に1～2時 間置いてか ら肉や腱などをスクレイパーで掻 き取る。それか ら、再度、

乾燥 と掻き取 りを行い、火を燃や している住居の中に吊って乾かす。続 けて皮を柔軟にす
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るために掻き取 りを肉側か ら丁寧に行 う。この処理の後、煮た魚卵を擦 り込み、十分に浸

透 させた後、手で揉んだ りして柔軟化する[NELSON　 1899]。

　 これ らから、 トナカイ皮のほうがアザラシ皮より複雑な工程を経ていることが分かる。

また、工程の初 めのほうで、毛を除去する場合は毛を内側 に巻いて腐 らせ、毛を残 してお

く場合は毛を外側 にして巻いておくとい う差異も明確に認められる。

　 〈チュクチ〉

　 次に、ボゴラスの報告か らチュクチの トナカイ皮の事例で、毛を残 しておく場合 と除去

する場合の方法の違いについて改めてみてみたい(図4～6参 照)。

　 剥いだばか りの皮はす ぐに肉と腱などを粗削 りし、地面の上に伸展 しながら乾燥 させ

る。(す ぐに加工 しない場合は、この状態で折ったり巻いた りして保存 される。)毛 を残 し

てお く場合、靱めしを始めるときに、毛を外 に肉側を内にして畳み一晩置 く(乾 いて し

まった ら水に浸す)。 翌朝、鉄製の歯のスクレイパーで肉側 をこそげ落 とした り足で踏ん

だ りする。それから トナカイの糞や人尿、時に肉汁な どを皮に擦 り込んで浸透 させ、再び

一晩置 く。その後、2度 目の掻きとりをする。ここまでの工程は、ベー リング海峡エスキ

モーとかな り似ている。チュクチの場合、工程の最後の方でハンノキ樹皮を人尿で煮出 し

た染料で染色する。彼 らは染色 した皮の方が防水性が高いことを認識 してお り、これはタ

ンニンによる鞍めしの効果によるものと考えられる。

　一方、除毛 したレザーはテン ト覆い くらい しか使い道がないために、技術は要 さない と

報告 されているが、実際は毛皮に比べると複雑な工程をへている。靱めしを始めるときに

は、畳んで24時 間浸 し置いてか ら、スクレイパーで除毛 して乾かす。そして、前述の靱め

し剤のうちどれかを塗 り、再び掻き取 り、風に晒 して漂白するか黄土(オ ーカー)で 染色

す る。殆 どの場 合、炉 の上や あるいは別 の作業小屋 で2日 間燃煙 され る[BOGORAS

1904-09]0

　 また、チュクチではアザラシ皮の製革はより簡易であることが明白である。これは、皮

船や靴以外、衣服には用いないか らであると思われる。

　〈グリーンラン ド・エスキモー〉

　ナンセンによると、西グリーンラン ドの事例では、 トナカイ皮は利用が少ないため製革

に関する記述は簡単だが、アザラシ皮の用途別の製革方法の違いは詳 しい(図8～11を 参

照)。 除毛 したアザラシ皮には表皮を温存 しておく 「黒皮」 と、取 り去 って しま う 「白皮」

の2種 類がある。カヤックなどの皮船に用いる場合、黒皮は白皮よ りも防水性が高 くアザ

ラシの皮下脂肪によるグリーシング(加 脂)の 必要がないため、黒皮 は冬用の、一方 白皮

は脂 を塗る必要があるので夏用の皮船素材に適 しているとい う。黒皮 を作るには、容易に

除毛ができるように、腐 りかけた尿の中に1～2日 漬け置く。一方 白皮は巻いて、イガイ

で作 ったスクレイパーで簡単に毛 と表皮がこそげ落 とせ るようになるまで比較的暖かな場

所 に寝かせてお く。脂肪 を除去す るには、グ リーンランドエスキモーの女性は、一般的に
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歯で噛んで吸い出す方法を好む。

　アザラシを毛皮にするには、半月型のウル ・ナイフで肉や脂肪を粗 く削 り落 とし、水に

漬 けて洗ったのち、伸ば しながら乾かす。そ して、揉んで柔 らか くするだけである。 トナ

カイを毛皮にするにはただ単純に乾か して揉むだけで、水を使わないとい う。

　また、ケワタガモなどの鳥の皮の場合、羽毛を除去することは考えられず、最初の工程

は羽を乾かす ことである。それから皮を中表にひっくり返 し、イガイの貝殻かスプーンで

ゆっ くりと慎重に脂肪の除去を行い(鳥 の皮は柔 らかく破れやすいため)、脂肪 は食べて

しま う。2～3日 乾燥 させた後、歯で噛んで残 りの脂肪を吸い出 し、再度乾燥 させ、お湯

でよく洗って、絞 り、乾燥させる。噛んで脂肪の除去をするのは女性 と子 どもの仕事で、

同時に脂肪を摂取できるため楽 しい作業だとい う。 これ らは誰にでもできる非常に簡単な

方法であり、片手間にできる作業でもある。ナンセ ンは魚皮の加工について記述 していな

いが、例えばベー リング海峡エスキモーでも、鳥やマーモ ット、マスクラットな どの小動

物は、ほぼ同様の簡易な加工である。つまり小動物は、先述の海獣や トナカイな どの大型

の動物に比べ ると単純で繰返 しが少な く、噛んで靱すのが一般的で、特別な道具はない。

これ らの小 さな皮は、年齢の若い女性や子供など技術や経験が無 くても扱えるといわれる

ゆえんである。

　丁寧な鞍 しを必要 としないものには、カヤックやウミア ックなどの船に用い られるアザ

ラシ皮が挙げられる。余分な肉や脂肪 をこそげ落 とすのみで、フレームに張 り伸ば されて

そこで乾燥 させ られる。靴底の皮も一般的には鞍めさないで使われ る[NANSEN　 1893]。

　〈北方のイ ンディアン〉

　次に北方針葉樹林帯の事例 として、ヘヤーインディアンの方法 との比較をしてみたい。

ヘヤーインディアンでは、ムースの皮 を除毛して製革す るのに大変な手間をかける。まず

毛を剃った り抜いた りして除去 し、肉や脂肪をこそげ落 とす。も う一度毛を剃 り、水 を

張ったタライ(石 鹸を入れ ることもある)に 入れて血抜 きをする。その後再び皮の厚 さを

均等にするためにそいだ後で、防腐処理 として燃煙する。半乾きになったところで再び水

に浸 し、皮の周囲に穴をあけ絞 り、物干 しさおで乾かす。ここまでは保存のための準備工

程であ り、す ぐに靱めさない場合はしまっておく。鞍めし工程では、まずマツの朽ち木で

燃 し、熱 くなった皮を靱めし液に3日 間漬 け置 く。鞍めし液は洗濯石鹸 とムースやカ リ

ブーの脳を水に混ぜて作る(人 によってはムースやカリブーの肝臓や魚卵を加 えた り、脳

の代わ りに小麦粉 を入れ る。石鹸は交易で手に入れるが、無い場合は灰汁を用いる)。 そ

の後絞っては燃 し、靱めし液に漬けるとい う作業を4～6回 繰 り返 し、干 した後に掻き落

とし、新 しい鞍 めし液に漬 けては燃す作業を繰 り返す。最後には、革を燥煙 して染め上げ

る[原1980コ 。

　ハ ドソン湾に面するウエス ト・メイン ・ク リーでも、基本的な衣類の素材 となるカ リ

ブー皮を製革するのに、長い工程 を経 る。肉をそぎ落 とした後、ペグで地面に張 り伸ば
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し、再び丸太に固定 して毛を刈る。掻き取 りに用いるのは半月型のナイ フである。それか

ら脳漿 を混合 した靱 めし液に浸し、すす ぎ、乾かし、伸展 して燥煙する。ここではアザラ

シ皮やシロイルカ(ベ ルーガ)の 製革 も同様に大変な作業であると言っているが、それに

比べ、ノウサギを加工するのは単純だそ うである[HoNIGMANN　 1984]。

　〈アイヌ〉

　 シンポジウムでの発表においてはテーマがツンドラ地域であったことから、アイヌの事

例については取 り上げなかった。 しかし、技術の分布域を比較す るためには重要であるこ

とと、アイヌの皮靱めしに関す る記述は比較的乏 しいと思われがちで、佐々木も前掲の論

文では少ない事例なが らアイヌの製革方法はニブフ並かそれ以上に単純であると結論づけ

ているが、かなり丁寧な処理方法についても記録が残 されているので、 ここでい くつか紹

介 しておきたい。

　次の2事 例 は、北海道開拓記念館の調査報告によるものである。は じめに斜里町で生活

した男性からの聞き取 りによると、アザラシかシカか不明だが、毛を残す場合の方法は以

下のようである。毛を取 り除くことはなかった とのことで、シカ皮は敷物 として使 ううち

に毛がとれて しまうので、昔はそれで肌着などを作ったとい う。

　 まず、皮を剥いだあと木枠に張って乾燥 させ、冬にとった場合は靱 めし作業をする夏ま

でそのまま干してお くか、枠からはずして丸め、室内の(炉 の)あ ま り強火の当た らぬと

ころか ら吊して保存 してお く。鞍めすのを始めるときは直径25～30cm、 長 さ1m位 の丸太

の上に皮をのせ、肉や脂 をマキリの背(刃 だと皮を切ることがあるので)で 、しごく。に

じんできた油はアツシ(オ ヒョウ繊維で織った衣服)用 の糸を作る際に出るくず糸でぬぐ

いとりながら、数時間しごき続ける。皮を浜に持っていき、熱い砂を皮にかけて、あら縄

をまるめたたわし状のものでこす り、油が しみこんだ砂は払い、再び熱砂をかけてこす

る。丸太の上でマキリでしごく作業 と砂をかけてこする作業を繰 り返す と、1日 で油は抜

け、柔 らかいきれいな皮 を得ることができる、とい う[北 海道開拓記念館1974]。

　次に、サハ リンの白浜で生活 していた女性からの聞き取 りを紹介す る。記述 には 「陸海

獣」の とあり、毛を残す場合の動物の種は不明(シ カか?)で 、アザ ラシの毛 をとる場合

や、魚皮についてもそれぞれの記録がある。用いる道具は斜里と似ているが、くず糸やあ

ら縄な ど油をとるためのものは明らかでない。

　毛 を残 しておく場合は、まず皮を剥ぎ、付着 している肉片 ・筋 ・脂肪な どをマキ リ(小

刀)で 削 りとり、皮の端に穴をあけ糸を通 して、やや正方形の木枠に張って乾燥 させる。

完全 に乾いたら、10～15日 ほど日陰か強い 日差 しの当たらぬところにおいておき、その後

枠からはずす。皮は毛を内側 にして巻 き、それを直径25cm位 ・長 さ2尺(60cm)位 の丸太

の中央を浅 く削った皮鞍めし台のくぼみに当て、ひっくりかえしながら棒で打つ。何度 も

繰 り返す と柔 らか くなり、細かい垢のようなものが浮き出るので、これを払 う。それから

再び手で握れるほどの棒状に巻き、雑 巾を絞るよ うにして揉む。その後に 「おしめ」を洗
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うように皮全体 を揉む と柔 らかい糠 めし皮ができる、とい う。

　靴底に用いるアザラシ(ゴ マフアザラシやアゴヒゲアザラシの成獣)の 皮の脱毛法は、

まずマキ リで毛を切 り、その後で残 りの毛をできるだけはだける(筆 者注;前 後の文章か

らマキ リで削るようにしてそぎとることを指す と思われ る)。平 らな ところに皮 を広げ、

木灰 と海砂をまぜ、まさか りの峰の部分でしごくと、細かな毛 も抜ける。それか らぬるま

湯に2～3日 漬 けおき、干す と厚手の無毛皮ができる[北 海道開拓記念館1973]。

　 さらに、サハ リンでは朽木の粉をつけて揉み、油抜きをすることも記録 されてお り[山

本1970]、 北方針葉樹林帯地域 と共通の材料を靱 めしに用いていたこともわかる。

　 このほか、北海道平取町の事例では、シカ ・クマ ・イヌの皮を製革するとき、剥いだ皮

を乾燥 させる際にいろりの上で干す こと、油をとるのに木灰をまぶし砥石でこすることな

どが上記の例 とは若干異なる。またシカ皮の毛 を除去す る場合には、このあと夏1週 間く

らい便所の中に漬け置いて水洗いすると、毛は抜けて しまい柔 らか くなっているとい う

[萱野1978]。

　〈製革のための道具について〉

　製革技術の項の最後に、シンポジウムで話題になった 「ツングース型のスクレイパー」

について触れておく。

　佐々木はシベ リアの狩猟民や トナカイ遊牧民の皮革処理専用のスクレイパーを大きく3

つの形に分類 している。まずチュクチ、コリヤークらシベ リアの東端に居住するパ レオア

ジア系の諸民族が使っているものは、水平な柄の中央部に石または鉄製の刃をつけたもの

で、柄を両手で持って使用す る。西シベ リアのサモエー ド諸族からスカンジナビアのサミ

にかけて使われているのは、形状 と使い方はパ レオアジアのものと同 じであるが、刃が2

枚で横から見るとS字 状をなしている。これ らに対 し、ツングース諸族のスクレイパー類

は形状 も使い方も前二者 とは異なる[佐 々木1992]。 これに加え、い くつかの民族誌から

形状や使用法、名称を組み合わせて靱め し具を分類するとすれば、ツングース型のスクレ

イパーはさらに3種 類に分けられそ うである。すなわち、①皮についた肉を削 りとるため

の円形または環状の鋭い刃のもの、その後に用いる②主に脂肪を掻 きとるための道具で、

刃はやや鈍 く鋸状のギザギザのついている場合 もあ り、形はや は り円形 または環状のも

の、③仕上げに皮を柔 らかくするための道具で、木製の柄 に長い刃が埋め込まれているか

刃の両端に木製の取っ手がついたもの、である。山本は 「オ ロッコ」 「ヤクー ト」の 「馴

鹿皮仕上具」 として、これ らをそれぞれ 「皮剥」「油抜具」 「鞍皮具」 と呼んでお り、3つ

で一式であることが うかがえる。ただし、① と② は形が似てお り、区別 されないこともあ

るようである(図14を 参照)。

　それぞれの靱めし具の呼称については

　① はオ ロチxocy[ABPoPHH　 1978]、 エヴェンキy[BAc四EB四1969]、 ウイル タで

xosipu[北 海道教育庁1985]
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　 ② は オ ロ チqoqo[ABpopHH　 1978]、 エ ヴ ェ ン キqyqyH[BAcH肥B四1969]、 ユ カ ギ ー

ルvvcucu'n[JOCHELSON　 1926]、 ニ ブ フTonnuru　 Wato[北 海 道 教 育 庁1986]

　 ③ は オ ロ チK3A3[ABPOPYIH　 1978]、 エ ヴ ェ ン キK3A3p8[BAc剛EB四1969]、 ウ イ ル

タkadara[北 海 道 教 育 庁1985]、 ユ カ ギ ー ルkerde[Jocx肌soN　 1926]、 ニ ブ フ

Kuturu　 Wato[北 海 道 教 育 庁1986]、 ヤ ク ー トで ク デ ラ ッ ク[山 本1943]

　 となっている。これ らの類似性からは、スクレイパー類が比較的新 しい時代 になってか

ら伝わったことが推測 され る。これらが、ユカギールやニブフなどのパ レオアジアの諸民

族にも取 り入れ られているのは、上述のとお りである。

　*発 音記号、アルファベット、キリル文字、カタカナと表記はさまざまであるが、原文のまま引用した。

　**ウ イルタ語のTotoが ニ ブフのKuturu　 Watoと 同 じであると記しているものや[北 海道教育庁

1986]、 文面だけでは形状の明らかでないもの 「tθttθ(獣皮を伸ばしたり、柔らかにする、鉄製、木の柄

がついている)」[北 海道教育庁1985]が あるが、これ らは語感や組み合わせからは②に分類されるもの

ではないかと考える。

3.製 革における要点

　主要な民族誌から、 目的別 ・素材別に製革工程を比較 してみると一般的に次の1～8の

ことがいえる。

　 1)毛 皮よりも、靱 し革(レ ザー)に するほうが手間 と高度な技術を要する

　 2)ト ナカイに比べると、アザラシの製革のほ うが単純である。小動物や鳥、魚 はより

　　単純である。

　 3)除 毛 して レザーにす る場合、腐敗促進剤 として尿を使 った り、湯に漬 けた りして

　　 (毛を内側 に折 り畳む ・巻 くな どして)、 暖かい ところに長時間(1～3日)寝 かせ

　　る。

　 4)尿 は腐敗促進のために使 う場合 と、脂肪を洗い落 とすためと、染料のハ ンノキ樹皮

　　を煎じるために使 う場合がある。

　 5)脳 漿や魚卵などは製革工程の後のほ うで使われ、加脂による柔軟化 と防水(と 脳漿

　　については漂 白)の 効果がある。

　 6)ア ザラシ皮には製革工程の途中で加脂 しない。製品 となったあと、使用中の トリー

　　 トメントとしてはグリーシングされる。

　 7)ト ナカイ革(レ ザー)は 最後の工程で燃煙され る場合が多 く、腐敗防止の他、染色

　　と防水の効果がある。

　 8)皮 を白く仕上げるためには寒風にさらす。漂白す ると染色の効果も高くなる。
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4.考 察 と課題

　佐々木[1992]や ハ ット[1969]が 述べているように、古 くからの比較的単純な製革方

法の広が り(パ レオアジアからエスキモー)の 上に、複雑な方法が、ツングース諸族の拡

散 とともにとって代わったとい う可能性は十分にある。特 にツングースに特徴的な鉄製の

刃をもつスクレイパーについては、遊牧技術の取 り入れや文明圏の民族 との交易な どの外

的要因により、伝播 したのではないかとのコメントもあった。

　 しかし、エスキモーより南のアサバスカ ・イ ンディアンでも、ムースを製革するのにツ

ングースと同様の脳漿鞍めしや燵煙などの複雑な工程を行 うことから、この技術 は民族の

移動や技術の伝播 とい うことと関係 していない可能性もある。

　ツン ドラ地域は夏でも寒冷であるために、簡単な製革方法でも毛皮革が傷みにくい。ま

た、寒冷なツン ドラでは防寒性 を保つために毛を残す必要があり、毛がついた皮はあまり

複雑な製革工程を必要としない。加 えてアザラシ皮は トナカイ皮に比べて単純な製革方法

しか施 されないが、防水性を求める素材 としてはそれで十分である。アザラシを多用する

のはパ レオアジア系諸族やエスキモー といった民族で、地域的にはツン ドラ地域 とほぼ一

致する。ツン ドラ地域における製革の技術は古 く単純ではあるが、製品に使用上の不都合

はなく、それ以上の発達の必要はなかったのではないだろうか。また、イヌイ トのスクレ

イパーは用途などによって種類は多く、握 り部分も うま く力が入るようになっていて単純

だ とはいえないし、脂肪分の多い海獣類の製革には洗浄作用のある尿が効果的であったこ

とも指摘 しておく必要がある。

　一方、夏季に気温が高くなる針葉樹林帯では、シカ類の毛皮 を除毛 して レザーにする必

要があった。シカ類のレザーは、防水性を高めるために加脂 と燵煙が必要であった。美的

な面を考慮す ると、さまざまな色を持つ毛皮 と異なって色の変化の乏 しいレザーには、染

色 と、その前段 としての漂白の技術が求められた。(し なやかで、色も美 しく、防水性 が

ある)よ り良い質の皮を求めたことが、複雑な製革技術の発達に拍車をかけた といえるの

ではないだろ うか。

　これ より暖かな温帯以南の地域では、伝統的には日常的な素材 として毛皮革は必需品で

はない[大 林1989]。 温帯での衣類は、植物あるいは動物性繊維の織物や編み物などの布

が主要な素材である。この地域にも複雑な製革技術は存在するが、ヨー ロッパや 日本の事

例を考 えてみても、特定の階級や、鎧かぶ とや靴など特定の用途に利用 されることが中心

であ り、その技術は特定の職能者が保持するものであった。これ ら文明圏の洗練 された技

術や道具 と北方諸民族のそれ とを一緒 にして関係を述べることはできない。 しか し、北方

諸民族の製革の方法は、現在の工業技術 と照らし合わせてみても利 に適ったものである。

　製革は、寒冷な北方地域において普遍的な技術であ り、細かくみると、ツン ドラ地域よ

81



齋藤　極北地域における毛皮革の利用と技術

りも針葉樹林帯において複雑な技術(道 具 ・鞍めし剤 ・繰 り返 しの工程;手 間ひま)が 発

達 していることを指摘できる。しか しなが ら、製革の文化は自然環境 と生業 との条件の中

で、入手素材 と使用 目的 とにより複合的に評価 され るべきものと考える。

　製革技術は、人びとが北方へと居住地を拡大 していく際に、既に開発 していた寒冷地に

適応す るためのさまざまな古い技術 と同様に、早 くか ら普及 していたものだ と考えること

ができるのではないだろうか。

　付記:毛 皮革利用 とツン ドラの植物

　最後に、製革工程の中で植物が利用 されてきたことを指摘 しておきたい。針葉樹林帯で

は靱めし剤や燵煙の材料 として朽 ち木が多用されてきたが、一方ツン ドラ地域でも染料 と

してハ ンノキ類などの利用が広範な地域にみ られ る。ハンノキによる染色は、特に北東ア

ジアで顕著であり、さらにアラスカにも及んでいる[SERov　 1988;齋 藤1992]。 北アメ

リカの北西海岸インディアンでも、バスケ ッ トやチルカッ トブランケ ッ トを染色するの

に、ヘムロックの樹皮やコケを尿で煎 じた り、ハンノキでできた桶に尿を溜 めておき赤い

染料をとっていた[キ ュー、ゴッダー ド1974]。 ハ ンノキ類の樹皮を煎 じた染料は、そこ

に含まれるタンニ ンにより鞍めし剤 としての効果をももち、また赤 く染められた毛皮は、

北方地域の精神文化では重要な役割を担っている。
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〈BeringStraitEskimoベ ー リング海峡 エス キモー〉

・sealskinorwalrushidewithouthairア ザ ラシ ・セイ ウチ革

・Sealandwalrushidehadmanyusages.e.g.summerclothingandskinboat

夏 用 の衣 類や 皮船 な どに利 用す る

皮 剥skinning

i

肉 ・脂 肪 の除去scrapingmeatandfat

i

毛'を内側 に して巻 き家 の中に放 置(小 さなアザ

ラシ皮 は湯 につ ける)

rollingaskinwithhairsidein,andleaving

indoors;smallsealskinisdippedinhot

water

i

毛 の除去scrapillghairoff

し

乾燥 ・イ申展stretchinganddrying

1

掻 き取 りscraping

↓

屋外 で乾燥dryingoutsidethehouse

i

終 了finish

ナイ フ類knife

ス クレイパ ーscraper

腐敗 して毛 が抜 け易 くな るまで

untilthehairloosens

ス ク レイ パーscraper

流 木で作 った枠 と紐

woodenframe

Fig.1

 *If the skin with hair on, for use in ma king boots or clothing, it is soaked in urine 

to remove the fat, then stretched, scraped, and  dried.

毛皮の場合(ブ ーツや服に利用)は 、入念に尿につけて脂肪を洗い流 し、前述どお りに引

き伸 し、スクレイプし、乾燥させ る。

* The white parchment-like leather is soa ked in urine to free it from the  fat, streched 

and dried in the open air in winter. This skin is washed the surface and dyed from 
 alder-hark.

薄 く白い革(ブ ーツや装飾に使用)に 仕上げるには、除毛した小さなアザラシ皮を脂肪を

落 とすために尿につけ、寒い季節に木枠に張り伸ばして乾燥 させる。「この白革を赤 く染め

るには、ハンノキ樹皮を使 う。[CompiledfromNELsoN1899]

〈BeringStraitEskimoベ ー リング海 峡エ スキモ ー>

cariboufurwithhaironカ リブー毛皮

・Cariboufurhadmanyusages,aswellasforwinterclothing.

冬用 の衣類 をは じめ 、用途 は広い 。

皮 剥skinning

1

肉 ・脂肪 の除去scrapingmeatandfat

1

肉側 を尿で濡 らし毛を外 に して巻 き、家 の中 に置

く

wettingmeatsidewithurine,thenrolling

withthehairsideoutwardinthewarm

kashim(house)

1

肉 ・脂 肪の 除去scrapingmeatandfat

暑

乾燥drying(inthekashimwhileafireburning)

1

肉側 に擦 り込みrubbingontheinnersurface

i

巻い て寝 かせ るfoldingandlying

1

残存 物の 除去scrapingtheremnantoff

1

柔軟化softening

墨

Fig.2

乾燥drying

1

終 了finish

ナイ フ類knife

スク レイ パーscraper

1～2時 間afewhours

ス ク レイパ ーscraper

火 の燃 えてい る住 居 内に 吊る

煮 た魚卵boiledfish-roe

1～2時 間afewhours

スク レイ パーscraper

手 でwithhands

[CompiledfromNEt,sorr1899]



〈BeringStraitEskimoベ ー リン グ海峡エ スキ モー>

smallanimal(hare,muskrat,marmot,birdetc.)

小動 物(カ リブー幼獣 、 ノウサ ギ、マ ス クラ ッ ト、マー モ ッ ト、鳥)の 場 合

・sma11animalwasusedforclothing.衣 類 な どに利用 。

皮 剥skinning

1

柔軟 化softening 手 か歯 でwithhandsorteeth

1

引 き出 しstretching

↓

(洗 浄washing)

1

乾燥drying

1

終 了finish

[CompiledfromNELSON1899]



〈Chukchiチ ュ クチ〉 reindeerskinwithhaironト ナ カイ毛 皮

・Reindeerfurhadmanyusages,aswellasforwinterclothing.

冬用 の衣類 をは じめ、用 途 は広い

皮 剥skinning

1

肉 ・脂肪 等 の除去scrapingmeatandfat

1

乾燥 ・伸展dryingandstretching

i

(保 存storing)

1

肉側 を内 に して 畳み一 晩置 くfoldingaskinwith

themeatsidein,andleavingitovernight

↓

掻 き取 りscraping

1

す り込 みscraping

↓

一 晩放置lyingovernight

i

掻 き取 りscraping/柔 軟 化softening

i

乾燥(室 内) drying(indoors)

1

掻 き取 りscraping

↓

染色(鞍 めし) dyeing(tanning)

1

掻 き取 りscraping

Fig.4

5

終 了finish

女 性用 ナイ フ(Semilunar

knife)

押 さえにペ グpeg、 石stone

畳ん でfolding

乾い て しまった ら水 に浸す

Ifdry,itissoakedinwater

ス ク レイパ ー、足 で踏 みつ け る

withscraperortrampling

withfeet

トナ カイ の糞 ・人尿 ・肉汁

reindeer-dung,humanurine,

meat-broth

ス ク レイ パー 、足で 踏みつ け る

withscraperortrampling

スク レパ ーscraper

人尿+ハ ンノキ樹皮 屑

humanurineandalder-bark

スク レパ ーscraper

[CompiledfromBOGOxaS1904-09]

〈Chukchiチ ュ クチ〉 reindeerleatherwithouthairト ナ カイ革(レ ザー)

・Reindeerleatherwasusedcomparativelylittle,onlyfortent-covers

テ ン トのカバ ーな どの他 は用途 は少 ない

皮 剥skinning

1

肉 ・脂肪等 の除 去scrapingmeatandfat

1

乾燥 ・伸 展dryingandstretching

(保存

i

storing)

1

24時 間畳 んで漬 け置 きsoakingandleavinga

skinfortwenty-fourhoursfoldedtogerher

i

掻 き取 り(除 毛) scrapinghairoff

1

乾燥drying

i

す り込みrubbing

1

肉 ・脂肪 等 の除去scrapingmeatandfat

1

(風 に晒 して)漂 泊 または(黄 土 で)染 色

bleachinginthewind

/ordyeingwithyellowochre

1

漁煙smokingoverthehearthorina

specialshed

1

終 了finish

ナイ フ類knife

押 さえにペ グpeg、 石stone

畳 んでfolding

ス クレイパ ーscraper

トナ カイの糞 ・人尿 ・肉汁

reindeer-dung,humanurine,

ormeat-broth

2日 間acoupleofdays

炉や 特別 な小屋 の 中で

Fig.5 [CompiledfromBOGORAS1904-09]



〈Chukchiチ ュクチ〉 アザ ラシ ・セ イ ウチ革sealorwalrushidewithouthair

• Seal and walrus skin was utilized onlyfor boots, bag, skinboats and summer 

 trousers. These skin were less used than reindeer skin.

靴、袋類、皮船のカバー、夏用のズボンくらいで、 トナ均イ皮より少ない

皮 剥skinning

↓

肉 ・脂 肪等 の除去scrapingmeatandfat

i

乾 燥 ・伸 展dryingandstretchingwithcords

onrectangularframes.

f

Fig.6

1(保 存storage)
i

終 了finish

ナ イ フ類knife

皮の端に穴をあけ、四角い
木の枠に紐で張る

小 さく折 り畳 むfolding

 *  When used for covering a boat, walrus hide is simply soaked in water, then cut 

and sewed in the shape required, and pulled over the frame.

船のカバーには、水に浸してすぐに裁断して縫 って張るだけ

 *  The skins of seal that are used with the hair on are prepared by merely scraping 

their inner side with an iron scraper. 

 (A little blubber are left on the  skin. These skins are not  dyed.)
アザラシ毛皮(春 のブーツ、ズボン、バッグ用など)に は、内側 をほんの少 しスクレイパー

で削って除去す る(脂 肪を少し残 して置く ・染色 しない)

 *  The white parchment-like leather used for ornamental purposes is obtained by 

bleaching the well-scraped skins in the air for a long time. (The best season is the 

early spring. ) Sometimes such leather is dyed russet with alder-bark. The best 

parchment is obtained from the gullets of large seals.
アザラシ白薄革(装 飾用)は 、よく掻 き取 り、空気に長く晒す。早春が季節的に良い。ハ

ンノキ樹皮で赤く染めることもある。大きなアザラシの喉の部分が最適。

*Thefurofyoungspottedsealisdyedahandsomeredcolorbyusingtheinnerbark

layerofthelarch-treeboiledwithalder-bark.

ゴマフアザ ラシの幼獣 の 白い毛皮 は、カラマツ内皮 とハンノキ樹皮 を煮 た染料 で赤 く染 め る。

*Thewalrushideissplitintwowithathinbroadknife.

セイ ウチ はよ く切 れ るナイ フで厚み を2枚 に そ ぐ[CompiledfromBoGoRAs1904-09]

〈Yukaghirユ カ ギール〉 トナ カイ毛 皮Reindeerfurwithhairon

・Reindeerfurhadmanyusages,aswellasforwinterclothing.

冬用 の衣類 をは じめ、用途 は広 い

皮 剥skinning

↓

肉 ・脂肪 等 の除去scrapingmeatandfat

i

乾燥 ・伸展dryingandstretching

1

内膜 の除去scrapinginnerside

1

折 り畳 み一 晩置 くfoldingandleavingovernight

1

掻 き取 りscraping

i

乾燥drying

量

柔化softening

1

染 色dyeingwithdecoctionofalderbark

1

掻 き取 りscraping

Fig.7

1

終 了finish

ナイ フ類 でknife

地面にペグか石で押 さえる

スクレイパーIscrapertypeI

一 隔 臨 悪=a-・ 離鴨颪 一一慧講 ≡藷琶ξ≒歳融

スクレイパ●iscrapertypeH

'齋 盈韓 　蚕 臨 馨羅 藪

スクレイパnscrapertype皿

鞠 醗 喪瓢士遡 述 ≧解z・t・

ハ ン ノキ樹 皮 の煎汁 で

ス ク レイパ ーscraper

*Forcurrying,thehairysideoftheskinissoakedwithwaterorurine,folded,and

leftforacoupleofdays.Afterthis,thehairisscrapedoffandtheskindried.To

obtainasofthide,thecurriedskinisscrapedseveraltimes.Forsummerclothing

andtentcoverscurriedskinarealsosmoked,makingtheleatherfairlywaterproof

andpreventingitfromshrinkingafterwet.レ ザー にす る場 合 は、毛の側 を水 か尿 に

浸 して折 り、2日 間寝か せ る。 その後 、毛 を除去 して乾燥 させ る。柔 らかな 革 を得 るた め

には、数 回 こそ ぐ。 夏用 衣類や テ ン トカバ ー にす るには、1煙 をす る と防水性 が 高ま り濡

れ て も縮 ま ない。'[CompiledfromJocHELsoN1926]



〈West　Greenland　 Eskimo西 グ リー ン ラン ド・エス キモー>

seal　leather　without　 hair(black　 skin)ア ザ ラシ革(黒 皮)

・The　 black　 skin　was　 used　 for　winter　 kayak　 and　 boot　soles　and　 so　on.

アザ ラシ の黒皮 は、冬 のカ ヤ ックの他、 靴底 な どに使 われ る。

皮　　剥　　skinning

1

肉 ・脂肪 の 除去　scraping　 meat　 and　 fat

1

(腐 りかけ た)尿 の中に漬 けお き

soaking　 in　stale　urine　for　a　day　 or　two

i

毛 の除去 　scraping　 hair　off

1

海 水で洗 浄 　rinsing　 ln　sea　water

1

乾燥 ・伸展 　drying　 and　 stretching

　　　　　 i

(カヤ ックには洗浄後す ぐ

枠に張って しま うことも)

　　　　　 ↓

擦 込み ・柔軟 化　rubbing　 and　 softening

↓

終 了finish

ウロ(女 性 用ナイ フ)ulO

台　クジラの肩肺骨

1～2日

ウ ロ　 ulo

(吊すかペグで地面の上に)peg
夏:陰 干し

(冬:雪 の中に埋めて保存)

Fig.8

*銀 面が損なわれていないので、暗色である。防水性が高く、靴(底)、 皮船などに利用。

グリース(ア ザラシ脂)で のケアは必要ないので冬用のカヤ ック皮 として好まれる。

　 (昔は1年 に2回 皮を張 り替えていた)

*カ ヤック ・グローブには、は じめ同様の処理をして、除毛後に血を塗ることと巻いて放

置する工程を2～3回 繰 り返す と、耐水性に富む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [Compiled　from　NarrsErr　1893]

　　 　　 　　〈West　 Greenland　 Eskimo西 グ リー ンラ ン ド ・エ スキモ ー>

　　 　　 　 seal　leather　without　 hair(white　 skin)ア ザ ラ シ革(白 皮)

・The　white　 skin　was　 used　 for　summer　 kayak　 and　 boots　 and　so　on.

白皮は夏 用の カヤ ックの他 、靴 な どに使われ る。

皮 剥skinning

暑

肉 ・脂肪 の 除去(粗 く)

scraping　 meat　 and　 fat　roughly

1

(屋 内 ・外 の)比 較 的暖 かい場所 に巻 いて放 置

rolling　up　 and　leaving　 in　warm　 place

　　 あ るい は湯 に漬 ける(ブ ーツ用 皮)

　　 　　 or　soaking　 in　hot　water

忌

　　 　　 毛 ・表皮 の除 去

scraping　 hair　and　epidermis　 off

↓

1脂 肪 の 除去 ・u・ki・g・u・f・・

1

乾燥 ・伸 展　 drying　 and　 stretching

　　　　　 i

(カヤックには洗浄後すぐ

枠に張ってしまうことも)

　　　　　 1

擦込 み ・柔軟化 　rubbing　 and　softening

1

終 了finish

ウ ロ(女 性用 ナイ フ)ulo

台　クジラの肩月甲骨など

(毛 と銀 面 が緩む まで繰 り返 す)

一冷 たい海 水 に漬 け る

then　soaking　 into　cold　sea

イガ イの 貝殻の ス クレイパー

mussel　 shell　scraper

歯 で噛ん で吸い 出す

(吊すかペグで地面の上に)

夏:陰 干 し

冬:雪 の中に埋めて保存

Fig.9

*常 にグリースによる手入れが必要なので、夏向きのカヤック皮。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [Compiled　from　NnrrsErr　1893]



〈West　 Greenland　 Eskimo西 グ リー ンラン ド ・エス キモー>

　 　　　　 seal　skin　with　 hair　on　 アザ ラシ毛皮

・Seal　skin　with　 hair　on　was　 used　 for　clothing .

アザ ラシ毛皮 は衣 類な どに使 われ た。

皮 剥skinning

1

　　肉 ・脂 肪の 除去(粗 く)

scraping　 roughly　 meat　 and　fat

1

　　 　 水 に漬 けて ・洗 う

soaking　 in　water　 and　washing

1

車乞燥 ・イ申展　　drying　 and　stretching

↓

柔 軟化(揉 む)　 softening(rubbing)

i

終 了finish

ウロ(女 性 用ナ イ フ)　 ulo

台　クジラの肩脾骨など

(吊すかペグで地面の上に)

夏:陰 干し

冬:雪 の中に埋めて保存

Fig.10

*Reindeer　 skin　is　simply　 dried　 and　rubbed,　 no　water　 being　 applied　 to　it.

トナ カイ皮 はた だ単純 に乾 か して揉 む だけ。 水は使 わな い。

　　 　　　　 　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　 　　　 [Compiled　 from　 NANSEN　 1893]

〈West　 Greenland　 Eskimo西 グ リー ンラ ン ド ・エ スキ モー>

　 bird　skin(eider　 duck　 etc.)鳥 皮(ケ ワ タガテ な ど)

・Bird　skin　 used　 for　clothing ,　as　well　as　inner　j　ackets.

鳥皮 は内側 に着 る服 な どの衣類 に使 われ る。.

皮 剥skinning

1

羽の乾 燥　drying　 feathers

1

脂 肪 の除去 　sucking　 fat

1

乾 燥drying

1

脂 肪の 除去　 sucking　 out　fat

1

乾 燥drying

1

洗 浄washing

尋

絞 って乾燥wringing　 and　drying

1

Fig.11

終 了finish

イ ガイの 貝殻 のス ク レイパ ー

mussel　 shell　scraper

1～3日 、屋根 の下 に吊す

歯で噛んで吸い出す

[Compiled　 from　 NnrrsErr　 1893]



　 　　 　　 〈Hokkaido　 Ainu　 北 海道 アイ ヌ>

seal　or　deer　skin　with　 hair?ア ザ ラシ または シカ毛皮?

皮 剥skinning

1

乾　燥 　drying

　 1

(保存)

　 i

肉や脂 を しご く　 scraping

i

熱砂 を かけて あ ら縄 を丸 めた もので こす る

spreading　 hot　sand　 and　rubbingwith　 the

roll　of　rope

1

終 了 finish

木枠 　wooden　 frame

　　 　　 　　 〈Hokkaido　 Ainu　 北海道 アイ ヌ>

　　 　　 　 Deer　 leather　without　 hair　 シカ革

皮 剥skinning

　　 　　l

マキ リ　(小刀)の 背　knife

丸太の台
　植物繊維のくず糸で脂をぬ ぐう

Fig.12

乾 燥drying　 over　 the　hearth

1

脂や甘皮を取 り去る　scraping

1

便所 に漬 け置 く　 soaking　 into　the　toilet

　 　　 　i

洗 浄washing

　 　　 　1

終 了finish

炉 の上 の火棚4本 の棒wooden　 frame

粗 い砥 石　whetstone

木 灰　 ash

夏 、週 間 。n。　week　 i。、ummer

Fig.13

[解1978よ り作成]

[北海道開拓記念館　1974よ り作成]

Fig.14オ ロチの スク レイ パー [ABPOPNH 1978よ り]


